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窒素は空気の約 8 割を占める豊富な資源である。一方、ベンゼン環を含ん

だ芳香族化合物は石油やバイオマスなどの天然資源に豊富に含まれている。

窒素分子やベンゼン環の切断は、化学工業においてアンモニア合成や、石油

などの天然資源からガソリンや基礎化学品などを作るための極めて重要な反

応である。しかし窒素分子やベンゼン環骨格は非常に安定であり、その切断

は通常、固体触媒を使って４００～５００℃以上の高温で行う必要がある。

また反応機構についても不明なところが多い。演者らは最近、3 つのチタン原

子からなる構造明確なポリヒドリド錯体を合成し、それを窒素と反応させた

ところ、常温・常圧で窒素分子の三重結合の切断および窒素－水素結合の形

成を達成した。またこのヒドリドクラスターを用い、室温においてベンゼン

などの芳香族化合物の炭素―炭素結合の切断も実現した。これらの反応機構

や関連反応などについても述べる。 
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